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所有地の樹木の管理にご協力ください
光が丘からの挑戦（塙工高だより）

地域おこし協力隊体験記

 暖かな春の⽇に、塙保育園の園庭で元気に遊ぶ
⼦どもたちに出会いました。満開の桜が⼦どもた
ちを⾒守るなか「先⽣―！鯉のぼり―！」とお願い
する⼦どもと、先⽣のそばで気ままに遊ぶ⼦ども
が、とても楽しそうに⾒えました。鯉のぼりのよ
うに⼤きく元気に育ってほしいですね。



所有地の⽊の管理は

⼤丈夫ですか？
　

町
や
県
な
ど
は
、
日
頃
か
ら
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
穴
埋
め
や
舗
装
修

繕
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
有
地
か
ら
道
路

や
歩
道
上
へ
枝
が
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
隠

れ
、
見
通
し
が
悪
く
な
っ
た
り
、
折
れ
た
枝

が
道
路
上
に
散
乱
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
樹
木
な
ど
が
電
線
や
電
話
線
、
町
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
か
か
り
、
線
を
損

傷
す
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
、
道
路
上
な
ど
に
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
な
ど
は
、
土
地
所
有
者
が
適
正

に
維
持
管
理
す
る
定
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
の
倒
木
な
ど
が
原
因
で
、
歩
行
者
や
自

動
車
な
ど
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
土
地

所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
交
通

事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
、
沿
道
の
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
は
、適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
な
ど
は
、
土
地
の
所
有
者
に
所
有
権
が
あ

る
た
め
、
所
有
者
が
適
切
に
管
理
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
状
況
の
場
合

は
、
樹
木
の
伐
採
、
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
道
路
、
歩
道
上
へ
樹
木
が
張
り
出
し
、
通

行
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
（
ま
た
は
、
そ
の

恐
れ
が
あ
る
）
も
の
。

・
倒
木
や
枝
・
幹
が
落
下
す
る
危
険
性
の
あ

る
も
の
。

・
電
線
や
電
話
線
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
に
か
か
り
、
損
傷
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
。

（
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
危
険
を
伴
う
場
合

が
あ
る
の
で
、
事
前
に
最
寄
り
の
東
北
電
力

ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
に
連
絡
し
、
立
会
い
の

も
と
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
道
路
管
理
上
、
危
険
か
つ
緊
急
の

私
有
地
か
ら
道
路
に
は
み
出
し
た

樹
⽊
な
ど
の
管
理
に
ご
協
⼒
く
だ
さ
い

■
枝
の
張
り
出
し
な
ど
に
ご
注
意
を

■
所
有
者
が
適
正
な
管
理
を

■
作
業
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

場
合
は
、
所
有
者
に
断
り
な
く
枝
や
幹
の
伐

採
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

町
は
、
沿
道
区
域
指
定
の
基
準
に
関
す
る

条
例
を
定
め
、
さ
ら
な
る
道
路
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、

指
定
さ
れ
た
沿
道
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹

木
ま
た
は
工
作
物
（
以
下
「
土
地
等
」）
の

管
理
者
は
、
道
路
管
理
上
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま

す
。
土
地
等
と
は
、
土
地
と
土
地
に
設
け
ら

れ
て
い
る
す
べ
て
の
有
形
物
を
指
し
、
管
理

者
と
は
、
土
地
等
の
管
理
権
限
を
持
っ
て
い

る
人
を
指
し
ま
す
。
管
理
者
の
必
要
な
措
置

と
は
、
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
ま

た
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
危
険
を
防
止
す
る
た

め
の
施
設
を
設
け
た
り
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
路
上
に
木
の
枝
が
突
出
し

て
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
木
の
枝
を
切
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
、
道
路
管
理
者
が

措
置
命
令
を
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

沿
道
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
町
が
今

後
指
定
を
す
る
予
定
で
す
。
指
定
さ
れ
た
区

域
に
つ
い
て
は
、
公
示
や
回
覧
を
通
じ
て
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
沿
道
区
域
に
指

定
さ
れ
た
土
地
等
の
管
理
者
の
皆
さ
ま
は
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　

町
道
な
ど
　

塙
町
ま
ち
整
備
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
７

　

国
道
・
県
道
　

棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
３
３
）
３
１
３
１

■
町
が
沿
道
区
域
を
指
定
し
ま
す

■
沿
道
区
域
は
今
後
指
定
し
ま
す

４年ぶりに開通

町道板庭田の作湯船線の改良工事が完成

 町道板庭⽥の作湯船線 L＝640 ｍの改良⼯事がこの
ほど完成しました。
 町道板庭⽥の作湯船線は、⼀級町道川上東河内線（⼤
字中塚地内）と主要地⽅道塙⼤津港線（⼤字板庭地内）
を結ぶ路線で、中塚地区と板庭地区を結ぶ重要な路線で
す。
 この⼯事の完成によって、⼀時分断されていた板庭地
区と中塚地区が４年ぶりに結ばれることになり、通勤、通
学者が安⼼して通⾏できるようになりました。
 同路線は、幅員が狭く、橋も⽼朽化しているなど地域
住⺠から道路改良を要望されていたため、町は、国の社
会資本総合整備交付⾦事業を活⽤し、平成２４年度から
事業に着⼿。総事業費３億８２００万円を費やし、幅員拡
張と飯⼟井橋の架け替え⼯事を実施し、平成３０年３⽉
３０⽇に完成しました。このうち、飯⼟井橋の架け替え⼯
事は平成２６年度から旧橋の撤去を含め４年の歳⽉をか
け完成となりました。

‥
‥
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桜
の
花
も
満
開
と
な
り
、
校
舎
が
あ
る
塙
町

台
宿
の
光
が
丘
に
も
春
の
暖
か
い
日
が
射
す
、

４
月
10
日
（
火
）
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
電
子
科
に
８
人
、
機
械
科
に
32
人
の
新
た

な
塙
工
業
高
校
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で

す
。
昭
和
23
年
４
月
に
福
島
県
立
東
白
川
農
業

高
校
定
時
制
塙
分
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
７
月

に
福
島
県
立
塙
高
等
学
校
と
し
て
独
立
し
ま
し

た
。
昭
和
45
年
に
は
、
機
械
科
・
電
気
科
・
電

子
科
の
３
学
科
を
有
す
る
福
島
県
立
塙
工
業
高

等
学
校
と
し
て
、
ま
た
、
水
郡
線
沿
線
・
東
白

川
地
区
唯
一
の
工
業
高
校
と
し
て
、
多
く
の

産
業
人
材
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

機
械
科
・
電
子
科
の
２
学
科
と
な
り
ま
し
た
が
、

創
立
当
初
の
精
神
は
万
古
不
易
（
い
つ
ま
で
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
）
で
あ
り
、
１
５
４
人
の
全

校
生
徒
が
未
来
へ
と
力
強
く
歩
み
だ
し
ま
し
た
。 　

４
月
11
日
（
水
）
に
は
、
新
入
生
の
歓
迎
会

で
も
あ
る
先
輩
（
２
・
３
年
生
）
と
の
対
面
式

が
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
紹
介
や
応
援
委
員
会
か

ら
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒

会
活
動
の
説
明
も
あ
り
、
今
年
度
の
生
徒
会

テ
ー
マ
「
挑
戦
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

会
役
員
は
一
人
一
人
の
今
年
度
の
「
挑
戦
」
を

発
表
し
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

塙
工
業
高
校
に
は
、
文
化
部
６
部
、
運
動
部

７
部
が
あ
り
ま
す
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
、
全
員
が
部
活
動
に
入
部
し
自
主
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
も
、
部
活
動
紹
介

を
真
剣
に
聞
き
、
ど
の
部
に
入
部
す
る
か
悩
ん

で
い
ま
し
た
。

　

原
野
だ
っ
た
こ
の
地
（
北
原
）
の
開
拓
を
、

汗
を
光
ら
せ
て
手
伝
っ
た
生
徒
た
ち
を
見
た
当

時
の
塙
町
長
の
白
石
禎
美
氏
が
「
働
く
生
徒
の

姿
に
光
が
射
す
よ
う
だ
」と
話
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
を
「
光
が
丘
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
塙
工

業
高
校
に
は
、
生
徒

と
地
域
と
教
員
が
一

体
と
な
っ
て
培
っ
て

き
た
歴
史
と
伝
統
が

あ
り
ま
す
。

塙⼯業⾼校⽣の
「○○に挑戦」します！

生徒会長
加勢紘士さん（機械科３年）

 皆さん、こんにちは。機械科３
年の加勢紘⼠（かせ・ひろし）です。
今年度、⽣徒会⻑を務めることに
なりました。よろしくお願いしま
す。⽣徒の代表として塙⼯業⾼校
の特⾊を発揮し、魅⼒ある学校に
していきたいと考えています。そ
のためには、⽣徒⼀⼈⼀⼈が「努
⼒し、挑戦し、感謝を忘れない」
ことが⼤切です。そこで、今年度
の⽣徒会テーマを「挑戦」にしま
した。次号から、それぞれの「挑
戦」を紹介していきますので、元
気な塙⼯業⾼校⽣に応援をよろし
くお願いします。

今月号から、広報はなわの紙面で、塙工業高校の活動を発信し
ていきます。皆さまのご意見・ご感想をお待ちしています。
■塙工業高校　☎４３－２１３１

編集後記
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●
補
助
の
必
要
性
、
公
益
性
、
補
助
額
の
妥
当
性
、

補
助
の
効
果
な
ど
が
曖
昧
な
ま
ま
見
直
し
も
な
さ

れ
ず
に
、
前
例
踏
襲
的
に
固
定
化
、
既
得
権
化
し

て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
、
特
に
団
体
宛
で

多
く
見
ら
れ
る
。

●
補
助
金
取
り
扱
い
に
関
す
る
基
本
規
則
の
「
塙

町
補
助
金
等
交
付
の
一
般
基
準
に
関
す
る
規
則
」

は
、
事
務
手
続
き
に
関
す
る
条
項
が
主
で
、
補
助

対
象
、
積
算
根
拠
な
ど
の
審
査
基
準
や
見
直
し
基

準
な
ど
に
関
す
る
条
項
が
不
足
し
て
お
り
、
規
則

の
改
正
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

●
支
出
対
象
事
業
の
本
体
の
事
業
主
体
は
町
か
、

補
助
先
か
の
認
識
不
足
に
起
因
す
る
補
助
金
、
委

託
料
ま
た
は
資
産
取
得
な
ど
の
科
目
適
用
上
の
会

計
処
理
ミ
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
す
で
に
実
施
導
入

さ
れ
た
公
会
計
の
正
確
性
確
保
の
た
め
に
も
、
認

識
、
理
解
を
向
上
さ
せ
、
正
確
な
事
務
処
理
に
改

め
ら
れ
た
い
。

●
当
社
は
、
町
有
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
が
、

当
補
助
金
（
平
成
29
年
度
環
境
改
善
補
助
金
・

２
千
万
円
）
の
使
途
を
見
る
と
、
施
設
所
有
者
で

あ
る
町
が
、
補
助
金
に
よ
ら
ず
直
接
負
担
す
べ
き

施
設
、
設
備
の
修
繕
更
新
費
用
と
、
指
定
管
理
者

が
負
担
す
べ
き
備
品
な
ど
の
購
入
費
用
が
混
在
し
、

こ
れ
ら
を
何
構
わ
ず
一
括
し
て
補
助
金
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。
費
用
負
担
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
た
上

で
、
補
助
す
べ
き
必
要
額
を
正
確
に
把
握
し
、
自

助
努
力
に
よ
る
収
支
の
改
善
を
促
す
べ
き
で
あ
る
。

●
取
引
業
者
と
の
価
格
交
渉
の
余
地
が
目
立
つ
こ

と
、
ま
た
当
施
設
の
利
用
料
金
に
見
合
わ
な
い
高

額
な
食
器
類
購
入
の
必
要
性
は
疑
問
で
あ
り
、
経

費
節
減
取
り
組
み
に
甘
さ
を
感
じ
ら
れ
る
。

●
指
定
管
理
者
に
は
、
予
算
差
引
簿
な
ど
に
よ
る

収
支
予
算
管
理
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
状
こ
れ
を

怠
っ
て
い
る
。
綿
密
な
予
算
策
定
と
計
画
的
収
支

管
理
に
よ
る
採
算
性
の
改
善
・
向
上
の
た
め
に
新

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
い
。

●
竹
活
用
推
進
協
議
会
の
会
長
（
天
領
の
郷
は

な
わ
理
事
長
）、
委
員
（
町
長
、
ま
ち
振
興
課
長
、

同
補
佐
）
な
ど
が
、
以
前
の
ま
ま
で
変
更
手
続
き

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

●
同
協
議
会
に
は
、
２
人
の
事
務
局
員
が
置
か
れ

て
い
る
が
、
設
置
要
綱
で
は
「
協
議
会
の
庶
務
は

道
の
駅
に
お
い
て
処
理
す
る
」
と
定
め
、
現
に
当
補

助
金
（
平
成
29
年
度
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
補
助
金
・
４
４
０
５
４
千
円
）
の
資
金
管
理
は

天
領
の
郷
に
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
補
助

対
象
事
業
の
母
体
で
あ
る
協
議
会
が
総
括
的
な
資

金
管
理
を
行
う
べ
き
で
、
現
状
の
取
り
扱
い
は
不

適
切
で
あ
る
。

●
協
議
会
運
営
費
名
目
で
道
の
駅
職
員
３
人
分
の

人
件
費
（
基
本
給
の
半
額
相
当
）
が
当
補
助
金
か

ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
事
務
手
数
料
お
よ

び
竹
粉
販
売
従
事
手
数
料
と
の
こ
と
だ
が
、
販
売

状
況
か
ら
見
て
明
ら
か
に
過
大
で
あ
る
。
ま
た
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
対
す
る
資
金
充
当
も
見
ら

れ
る
な
ど
補
助
対
象
外
事
業
へ
の
資
金
流
用
と
見

な
さ
れ
か
ね
な
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
家
賃
が
賃
貸
収
入
と

し
て
、
当
該
法
人
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
が
、
家
賃

は
所
有
者
で
あ
る
町
の
収
入
と
し
た
上
で
、
経
営

支
援
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
そ
の
相
当
額
を
委

託
料
で
支
出
す
べ
き
で
「
隠
れ
補
助
金
」
と
誤
解

さ
れ
る
よ
う
な
取
り
扱
い
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に
は
内
部
監
査
に
よ

る
例
月
出
納
検
査
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
改
め
ら

れ
た
い
。

　

今
回
、
監
査
対
象
と
し
た
受
託
者
の
両
法
人
は
、

既
存
の
法
人
で
は
な
く
、
町
施
設
の
管
理
運
営
委

託
を
目
的
と
し
、
町
主
導
型
で
設
立
さ
れ
た
言
わ

ば
「
官
製
法
人
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
態
は

全
国
的
に
も
多
数
見
ら
れ
る
が
、
概
し
て
不
採
算

が
恒
常
化
し
自
治
体
の
財
政
負
担
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

「
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
」「
天
領
の
郷
は
な
わ
」
は

共
に
重
要
か
つ
欠
か
せ
な
い
公
共
施
設
で
あ
り
、
町

は
そ
の
維
持
発
展
の
た
め
に
必
要
な
支
援
が
必
要

だ
が
、
こ
れ
が
安
易
な
資
金
供
与
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
極
力
、
受
託
者
の
自
立
を
促

す
た
め
に
は
、
町
に
よ
る
適
切
な
管
理
・
指
導
と

必
要
最
低
限
の
財
政
支
出
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
町
・
受
託
者
共
に
採

算
性
や
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
経
営
効
率
化
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

補
助
金
は
、
町
民
の
税
金
を
主
な
財
源
と
し
て

い
る
こ
と
に
常
に
留
意
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
適
切
か
つ
公
平
公
正
な
「
生
き
た
補
助
金
」

の
運
用
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

監
査
委
員
　

☎
（
４
３
）
２
１
５
０

光が丘からの挑戦
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.01

校地内にあるレリーフ

応援委員会による新入生歓迎エール

新入生代表宣誓　機械科　白石歩夢さん

随
時
監
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

 
平
成
29
年
定
期
監
査
で
監
査
が
不
⼗
分
だ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
補
⾜
的
に
地
⽅
⾃
治

法
第
１
９
９
条
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
２
⽉
６
⽇
︵
⽕
︶、
７
⽇
︵
⽔
︶、

13
⽇(

⽕)

の
３
⽇
間
、
全
課
お
よ
び
補
助
⾦
交
付
先
の
中
か
ら
抽
出
し
た
塙
町
振
興

公
社
・
塙
町
⽵
活
⽤
推
進
協
議
会
・
⼀般
財
団
法
⼈
天
領
の
郷
は
な
わ
の
現
場
監
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

町
の
補
助
金
取
り
扱
い

正
確
な
事
務
処
理
を

塙
町
振
興
公
社
監
査
結
果

一
般
財
団
法
人
天
領
の
郷
は
な
わ

塙
町
竹
活
用
推
進
協
議
会
監
査
結
果

監
査
意
見

「
生
き
た
補
助
金
」
の
運
用
を

創
立
70
周
年

平
成
30
年
度
の
幕
開
け

対
面
式
・
部
活
動
紹
介

な
ぜ
「
光
が
丘
」
？



　

任
期
も
約
半
分
と
な
っ
た
私
た

ち
協
力
隊
。
こ
の
間
、
町
の
ダ
リ

ア
生
産
者
の
方
々
に
た
く
さ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
ダ
リ
ア
生
産
者
訪
問
記
を
掲

載
し
、
町
の
花
ダ
リ
ア
の
魅
力
を

発
信
さ
れ
て
い
る
生
産
者
の
方
々

の
日
々
の
努
力
を
お
伝
え
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

●
⽣
⽅
孝
⾏
さ
ん
︵
常
世
北
野
︶

　

今
年
、
誰
よ
り
も
早
く
ダ
リ
ア

を
植
え
た
町
民
！ 

で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
２
月
末
か
ら
ハ
ウ

ス
で
球
根
の
植
え
付
け
を
開
始

し
、
現
在
は
露
地
の
植
え
付
け
を

行
っ
て
い
る
生
方
さ
ん
。
お
米
づ

く
り
を
メ
イ
ン
に
、
キ
ュ
ウ
リ
や

メ
ロ
ン
も
栽
培
し
な
が
ら
、
ダ
リ

ア
切
花
生
産
を
始
め
て
６
年
目
。

今
年
度
は
６
千
球
あ
ま
り
を
植
え

付
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

「
ダ
リ
ア
は
ピ
ン
チ
（
摘
芯
）、

わ
き
芽
か
き
、
葉
か
き
な
ど
の
手

入
れ
全
般
が
と
て
も
大
変
で
す
」

と
話
す
生
方
さ
ん
。
そ
の
苦
労
を

通
し
て
、
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま

す
。ダ
リ
ア
生
産
の
や
り
が
い
は
、

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
、
そ
れ
を

求
め
る
人
の
と
こ
ろ
へ
出
荷
で
き

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

ほ
場
で
は
、
奥
さ
ん
の
京
子
さ

ん
や
、
ご
近
所
の
パ
ー
ト
さ
ん
も

一
緒
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
農
作
業
を
通
じ
て
地
域
の
方
と

の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
少
し
で

も
雇
用
の
場
も
作
れ
た
ら
」、
そ

し
て
「
キ
ュ
ウ
リ
と
ダ
リ
ア
を
一

緒
に
作
る
の
は
と
て
も
大
変
」
と

京
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
ダ
リ
ア
を
生
産
し
続
け
る
の

は
「
町
の
花
の
ダ
リ
ア
で
町
お
こ

し
を
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か

ら
で
す
。「
塙
町
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
も
、
ダ
リ
ア
生
産
者
を
増

や
し
て
生
産
力
向
上
を
図
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
少
し
で
も
尽
力

し
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
県
の
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
、
ハ
ウ
ス
の
赤
色

防
虫
ネ
ッ
ト
の
効
果
を
見
る
調
査

を
行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。毎
年
、

工
夫
や
研
さ
ん
を
重
ね
て
よ
り
よ

い
作
物
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
く

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

●
⽯
井
と
し
⼦
さ
ん
︵
湯
岐
︶

　

石
井
さ
ん
は
塙
町
で
ダ
リ
ア
の

切
り
花
生
産
が
開
始
さ
れ
た
当
初

か
ら
生
産
に
携
わ
り
、
10
年
以
上

の
経
験
が
あ
る
塙
町
の
さ
き
が
け

的
な
存
在
で
す
。
湯
岐
の
爽
や
か

な
空
気
に
包
ま
れ
た
ハ
ウ
ス
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　

「
は
じ
め
は
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

１
年
目
は
ほ
と
ん
ど
も
の
に
な
ら

な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
石
井
さ

ん
。
年
数
を
重
ね
て
も
「
昨
年
は

ひ
ょ
う
で
露
地
の
株
は
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
に
天

候
の
異
変
は
怖
い
」、
そ
の
ほ
か

に
も
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
電
照
の
加

減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
こ
と
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
も
石
井
さ
ん
に
と
っ
て
一
番

大
変
な
の
は
「
球
根
の
株
分
け
」。

今
、
そ
の
作
業
を
終
え
、
旦
那
さ

ん
の
友
義
さ
ん
と
ハ
ウ
ス
や
露
地

に
球
根
の
植
え
付
け
を
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ダ
リ
ア
は
秋
に
色
が

乗
り
、
２
、
３
番
目
に
咲
く
秋
の

花
が
最
も
き
れ
い
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
石
井
さ
ん
は
「
な
ぜ

だ
か
、
は
じ
め
に
咲
く
花
が
き
れ

い
だ
と
感
じ
ま
す
。
花
を
見
る
の

が
待
ち
遠
し
い
か
ら
か
な
。
何
年

つ
く
っ
て
も
ダ
リ
ア
に
魅
了
さ
れ

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

手
塩
に
か
け
て
育
て
る
ダ
リ
ア
へ

の
愛
情
が
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
が
、
今
年
初
め
て
取

り
組
む
の
が
、
町
が
推
奨
し
て
い

る
竹
パ
ウ
ダ
ー
農
法
に
よ
る
土
づ

く
り
で
す
。「
自
分
の
と
こ
ろ
の

土
壌
に
効
果
的
な
農
法
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
竹
パ
ウ

ダ
ー
で
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
み

た
い
！
」
と
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
の
意
気
込
み
は
十
分
。
ダ
リ

ア
の
ほ
か
、カ
ラ
ー
や
ア
ス
タ
ー
、

ケ
イ
ト
ウ
な
ど
の
花
も
生
産
さ
れ

て
い
る
石
井
さ
ん
。「
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
花
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

おこ し
協力隊体験記

地
域

Kawamura × Arimura

ダリア生産者を訪ねて—。その思いと努力に感動。

地域おこし協力隊

 宮城県出⾝。趣味は、サイ
クリング、マラソン、読書。ダ
リア漬けの⽇々を送っている。

㊨川村 空也さん（かわむら・ひろなり）

 ⿅児島県出⾝。東京都町⽥市のダリア園でダリ
アの魅⼒に触れ、塙町地域おこし協⼒隊となる。

㊧有村明希子さん（ありむら・あきこ）
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町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

平
成
30
年
度
⾏
政
区
⻑
を
委
嘱

　

平
成
30
年
度
塙
町
行
政
区
長
会
議

が
４
月
13
日
（
金
）、
塙
農
村
勤
労

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、
宮
田
秀
利
町

長
か
ら
行
政
区
長
43
人
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
塙
町
行
政
区
長
連

合
会
総
会
が
行
わ
れ
、
行
政
区
長
会

長
に
金
澤
勉
さ
ん
（
台
宿
一
）
が
選

任
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
３
人
、
理

事
８
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
行
政

区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
区
の
運
営
は

も
と
よ
り
、
町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
今
後
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

平成３０年度行政区長（敬称略）

区　名 氏　名 区　名 氏　名

　塙　一 加藤　武敏 　大　畑 神永　哲彦

　塙　二 戸井田宇多夫 　田　代 松本　清人

○塙　三 藤田　　充 ※那　倉 小峰　宗次

※塙　四 齊藤　　隆 　矢　塚 小針　勝行

　塙　五 下重　正彦 　片　貝 神永　勝広

　塙　六 下重　聡美 ※折　篭 國分　平吉

※上渋井 堀江　　誠 　湯　岐 高橋　昭生

○堀　越 佐藤　喜吉 　木野反 松本　栄文

　小　高 青木　　実 　前　田 鈴木　利泰

　西河内 小松　茂保 　森之根 矢吹　治夫

　東河内一 永野　兼夫 ※川上一 嶋田　耕治

　東河内二 鈴木　　実 　川上二 鈴木　洋一

　水　元 生方　敏男 ○川上三 鈴木　英生

　八　幡 近藤　邦男 　川上四 石井　聖一

　赤　坂 八木　　正 　上石井 芳賀　孝市

　常世中野 藤田　忠良 ※稲　沢 増子　勝義

※竹之内 下重　賢郎 ◎台宿一 金澤　　勉

　板　庭 割貝　壽一 　台宿二 小松　清治

　中　塚 鈴木　宏幸 　伊　香 鈴木　孝儀

　田野作 星　　要一 　植　田 吉成　伸夫

　山　形 星　　　一 ※真名畑 藤田　一男

　大　蕨 井城　次雄 　◎会長（１）　○副会長（３）
　※理事（８）

区長を代表し、宮田秀利町長から委嘱状を受ける

塙一区長の加藤武敏さん（右）

球根の植え付けをする生方孝行さん㊨

石井とし子さん㊥と夫の友義さん㊧（㊨は有村さん）

地域の社会福祉向上のために
―新任民生・児童委員に委嘱状が伝達－

　新任民生・児童委員に対する委嘱状伝達式が、

４月 12 日（木）に役場応接室で行われ、新た

に委員となった佐藤りゑ子さん（堀越＝担当地

区：堀越・小高＝）へ委嘱状が伝達されました。

これにより、民生・児童委員は 35 人になり、

地域の社会福祉増進のためにご協力いただくこ

とになります。なお、任期は、平成 31 年 11 月

30 日までとなります。

佐藤りゑ子さん

教育環境の充実を図る
―教育委員に大縄剛さんを任命－

　教育委員任命の承認を受けた、大縄剛さん（栄

町）への辞令交付式が、４月２日（月）に役場

応接室で行われ、宮田秀利町長から大縄さんに

辞令が交付されました。大縄さんは「微力です

が、町の教育行政の力になりたい」と抱負を述

べました。なお、任期は、平成 30 年４月１日

から４年間となります。

大縄剛さん



　

禁
煙
を
決
意
す
る
き
っ
か
け
は
「
自
分

や
周
り
の
人
の
健
康
の
た
め
」「
お
金
や

時
間
の
た
め
」
な
ど
、人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

禁
煙
成
功
の
た
め
に
、
吸
い
た
く
な
っ
た

時
の
対
処
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
喫

煙
と
結
び
つ
い
て
い
る
生
活
パ
タ
ー
ン
を

変
え
た
り
、
喫
煙
の
代
わ
り
に
歯
磨
き
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

依
存
性
の
あ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
72
時
間

（
３
日
間
）
で
体
内
か
ら
完
全
に
抜
け
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
、
心
身
へ
の

い
い
効
果
も
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。
●

禁
煙
開
始
か
ら
20
分
後
…
血
圧
・
脈
拍
が

正
常
に
な
る
。
●
24
時
間
後
…
心
臓
発
作

の
可
能
性
低
下
。
●
48
時
間
後
…
嗅
覚
・

味
覚
が
回
復
。
●
72
時
間
後
…
気
管
支
の

収
縮
が
と
れ
て
呼
吸
が
楽
に
。
●
１
カ
月

か
ら
２
カ
月
後
…
慢
性
気
管
支
炎
の
症
状

が
改
善
。
●
10
年
か
ら
19
年
後
…
肺
が
ん

リ
ス
ク
が
喫
煙
者
よ
り
も
70
％
低
下
。
●

20
年
後
…
口
腔
が
ん
リ
ス
ク
が
非
喫
煙
者

と
同
程
度
に
な
る
。
（
出
典
：
フ
ァ
イ
ザ
ー

日
本
法
人
Ｈ
Ｐ
）

　

禁
煙
外
来
は
、
喫
煙
を
依
存
症
と
し
て

の
「
疾
患
」
と
捉
え
、
お
医
者
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
み
ま
す
。
費
用
は
、
３
カ
月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
１
万
３
千
円
か
ら
２
万

円
程
度
で
す
（
保
険
適
用
）。
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
禁
煙
外
来
情
報
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
で
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
触
れ
な
い

環
境
作
り
の
推
進
の
た
め
「
空
気
の
き
れ
い

な
施
設
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
の
情
報
提
供
、
禁
煙
施
設
の
申
請
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
南
保
健

福
祉
事
務
所
（
☎

０
２
４
８
（
２
２
）

５
４
４
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

紙巻きたばこ
（右）だけでな
く、電子たば
こ（上）も受動
喫煙の規制
対象です

このステッカーが目印

　題名からは、ママが子どもに「だめ

だめ」と言っているのかな？ と想像

しますが、なんとわんぱくなのはママ

の方！！ いつも忙しいママにこんな日

があってもいいのかな？ 親子で楽し

んでほしい本です。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
の
本

５月の
テーマ

「だめだめ　　　
ママだめ！」

天野 慶／文
はまの ゆか／絵

（ほるぷ出版）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「美しき小さな雑草の花図鑑」

多田 多恵子／文
大作 晃一／写真
（山と溪谷社）

　勝手に生えてくる厄介な草。そ

の雑草の小さな花が、これほど美

しく、繊細でけなげで個性豊かで

あることに、きっと驚きます。

「望まない受動喫煙」を無くしましょう
健康推進だより ㉞

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ １４⽇（⽉）、２１⽇（⽉）、２８⽇（⽉）、３１⽇（⽊）

【図書館の開館・休館情報（５⽉）】

　

毎
年
５
月
31
日
は「
世
界
禁
煙
デ
ー
」、

５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は
「
禁
煙
週

間
」
で
す
。
た
ば
こ
は
、
が
ん
や
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）の
原
因
に
な
る
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
病
や
歯
周
疾
患
を
悪
化

さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
や
大
切
な
家
族
の
た
め
に
、

禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
喫
煙
者
の
３
人
に
１
人
が
「
た
ば
こ
を

や
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

■
ま
ず
は
72
時
間

■
禁
煙
外
来
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■
禁
煙
施
設
を
教
え
て
く
だ
さ
い

生方和廣さん 勝田宣宏さん

皆さんの良き相談役になります
―心配ごと相談員に委嘱状交付－

　心配ごと相談員への委嘱状交付式が、４月３日（火）に

役場応接室で行われ、宮田秀利町長から生方和廣さん（常

世北野）と勝田宣宏さん（本町）に委嘱状が交付されまし

た。任期は、平成 32 年３月 31 日までとなり、生方さんは

７期目、勝田さんは新任となります。心配ごと相談は、毎

週月曜日（祝祭日を除く）、午前 10 時から午後３時まで塙

農村勤労福祉会館で行っています。相談は無料で、秘密は

守られますのでお気軽にご相談ください。

■問い合わせ　塙町社会福祉協議会　☎４３－２１５４

私たちも見守ります
―「子ども見守り隊」塙工高１年生に身分証交付 ―

　塙工高新入生に対する「塙町子ども見守り隊」身分証

交付式が、４月 11 日（水）に同校で行われ、秦公男教

育長が新入生代表の三木李音さんに身分証を手渡しまし

た。地域の子どもたちを事件・事故から守るために、高

校生の力も借りようと、平成 18 年から始まった「子ど

も見守り隊」。今年度は 40 人に交付されました。また、

鈴木大陽さんが「子どもたちを見守り、地域・学校・警

察と連携を図りながら、防犯活動に協力します」と誓い

の言葉を述べ、防犯への意識を新たにしました。身分証を交付された新入生代表の三木李音さん（左）

狂⽝病予防注射をお忘れなく
■予防接種は義務です

　生後 91 日以上の犬は、生涯１回の登録と、年

１回の予防接種が義務付けられています。家族の

一員である愛犬との楽しい生活のためにも、忘れ

ずに予防接種を受けましょう。

■日程は回覧でお知らせします

　５月 16 日（水）から 18 日（金）および 20 日（日）

に町内各所で予防接種を実施します。詳しい場所

と時間は、回覧でお知らせしていますので、ご確

認ください。

■問い合わせ

　生活環境課　生活安全係　☎４３－２１４８

１．注射料金　　　　　　　　　　 ３，２００円

２．登録料（未登録の場合のみ）　　３，０００円

３．問診票（登録済みの場合のみ）

※各種料金は、釣り銭がないようにお願いします。

※問診票は必ず記入して持参してください。

◆予防接種を受けるために必要なもの

愛犬との楽しい生活のためにもお忘れなく

　犬を放し飼いすることで、人や他の犬を咬む危険

や、糞尿により住民に迷惑をかける可能性がありま

す。犬は必ずつないで飼いましょう。また、散歩中

は必ずリードをつけ、ふんは責任を持って持ち帰り

ましょう。マナーを守って愛犬との楽しい生活を。

飼い主の皆さんへ

犬は必ずつないで飼いましょう。
糞尿の後始末は飼い主の責任で。
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かわいらしいのれんが完成しました

商⼯会⼥性部

ダリちゃんのれんを製作
　塙町商工会女性部（高澤和子部長）は、町

の地域振興の観光商品として「ダリちゃんの

れん」を製作し、４月 19 日（木）に役場に

寄贈しました。ダリちゃんのれんは、紺色で

縦 90 センチ、横 70 センチのサイズで、白抜

きされたダリちゃんなどが、かわいらしくあ

しらわれています。こののれんは「施設など

のイメージアップなどに」と金融機関などに

も配布されました。今後は、商品化なども見

据え、色やバリエーションなどを検討してい

く予定です。

　

固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
が
平

成
30
年
度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
前
納
報
奨
金
は
、
一
定
額
以
上

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
第
１
期

の
納
期
限
内
に
一
括
し
て
納
付
し
た

場
合
に
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
た
制

度
で
す
。
税
収
の
早
期
確
保
と
納
税

意
欲
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
が
、
口
座
振
替
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
な
ど
に
よ
り
、
納
税
の

便
宜
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
他

の
税
目
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
必

要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
早
期
納
税

へ
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
制
度
廃
止
へ
の
ご
理
解
と
引
き

続
き
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

納付⽅法をご確認ください

 前納報奨⾦は交付されませんが、全期
前納（⼀括納付）は可能ですので、引き
続きの早期納税にご協⼒願います。
◆引き続き全期前納する場合
 納付書で納める場合、期別納付書（第
１期から第４期）でまとめて納付してく
ださい（全期前納⽤の納付書は送付され
ません）。⼝座振替の場合、第１期納期
限⽇に年税額が⼀括で引き落とされま
す。⼿続きは必要ありません。
◆期別納付に変更する場合
 納付書で納める場合、期別納付書で納
付してください。⼝座振替の場合、事前
に⾦融機関窓⼝で期別納付への変更⼿続
きが必要です（⼿続きがない場合、全期
前納が継続されます）。
■問い合わせ 
 町⺠課 課税係・収納係
 ☎４３－２１１３

固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
⾦
が
廃
⽌
と
な
り
ま
し
た

平
成
30
年
度
か
ら
廃
止

町税の約48%を占める固定資産税

　工業統計調査員への委嘱状伝達式が、４月

25 日（水）に役場応接室で行われ、宮田秀

利町長から、白石好子さん（本町）と倉橋一

男さん（西河内）に委嘱状が伝達されました。

工業統計調査は、統計法に基づき、毎年６月

１日現在の工業の実態を明らかにし、産業政

策、中小企業政策など、国や都道府県などの

地方公共団体の行政施策のための基礎資料と

なります。調査の対象となる事業所の皆さん

へは、５月中に調査票を配布しますので、趣

旨をご理解の上、調査へのご協力をお願いし

ます。

工業統計調査員に　
　　　委嘱状が伝達塙町職員採用候補者試験を実施します

■
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

◆
行
政
職
　

若
干
名

　

◆
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
健
師
　

若
干
名

■
受
験
資
格

　

◆
行
政
職

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。（
学
歴
は
問
い
ま

　

せ
ん
）

　

◆
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
健
師

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
（
保

　

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
は
両
方
）
の
資
格
、
免

　

許
を
有
す
る
者
ま
た
は
、
平
成
31
年
３
月
ま

　

で
資
格
取
得
見
込
み
の
者

■
試
験
の
時
期

　

第
１
次
試
験
　

平
成
30
年
７
月
22
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
会
場

　

第
１
次
試
験
　

福
島
大
学

　

第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
方
法

　

試
験
職
種
に
応
じ
た
学
力
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
次
試
験
　

教
養
、
専
門
、
適
性
試
験

　

第
２
次
試
験
　

面
接
・
作
文
試
験

■
受
験
の
手
続
き

　

（
１
）
申
込
用
紙
の
請
求

　

塙
町
役
場
で
直
接
受
領
す
る
か
、
Ｈ
Ｐ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
２
）
受
験
申
し
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
82
円
切

　

手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
と
と
も

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
６
月
22
日
（
金
）
ま
で
の
執
務
時

　

間
内

■
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

◆
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
　

若
干
名

■
受
験
資
格

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
両
方
の
資
格
、

　

免
許
を
有
し
、
５
年
以
上
の
職
務
経
験
を
有

　

す
る
者
ま
た
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

　

に
５
年
に
達
す
る
見
込
み
の
者

■
試
験
の
時
期

　

第
１
次
試
験
　

平
成
30
年
９
月
16
日
（
日
）

　

第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
会
場

　

第
１
次
試
験
　

福
島
県
自
治
会
館

　

第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
方
法

　

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
学
力
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
次
試
験
　

職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適

　

応
性
検
査

　

第
２
次
試
験
　

面
接
・
作
文
試
験

■
受
験
の
手
続
き

　

大
卒
・
短
大
卒
程
度
と
同
じ

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
８
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
執
務
時

　

間
内

⼤
卒
・
短
⼤
卒
程
度

塙保育園　保育士

小島果
か ほ

歩

健康福祉課　主事

二瓶佳
けいこ

子

まち整備課　主事

青砥敬
たかゆき

之

塙町のために働いてみませんか。

詳細については、町 HP でもお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎４３－２１１１

新
採
⽤
職
員
の
紹
介

　

平
成
30
年
４
月
１
日
に
採
用
に
な
り
ま
し
た
事
務
職
員

と
、
保
育
士
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

 不慣れな点、⾄
らぬ点、多々あり
ますが、⼀⽣懸命
職務に取り組み、
少しでも皆さまの
お役に⽴てるよう
努めます。

 まだ分からない
ことも多く、⼾惑
うこともあります
が、早く仕事を覚
えて、少しでも貢
献できるように頑
張ります。

 今年度からお世
話になります。⼩
島果歩です。⼦ど
もたちと⼀緒に、
⽇々成⻑していけ
るように⼀⽣懸命
努めます。

職
務
経
験
者

倉橋一男さん 白石好子さん
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Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
東
北
６
県
の
67
市
町
村
か
ら
、
約

１
０
０
人
の
参
加
者
と
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

本
部
の
理
事
を
含
む
４
人
を
迎
え
、
平

成
30
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
協
議
会
総
会
が
、
４
月
26
日(

木)

、

27
日(

金)

の
２
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
塙
町
公
民
館
で
総
会
が
行

わ
れ
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
宮
田
秀

利
町
長
が
議
長
を
務
め
、
平
成
29
年
度

の
事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成
30
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
会
場
を
湯
遊
ラ
ン
ド
に

移
し
て
、
指
導
者
研
修
会
を
行
い
、
青

森
県
弘
前
市
の
事
例
発
表
と
日
本
財
団

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

推
進
戦
略
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

山
本
絵
理
氏
が
、『I'm

 P
O

S
S

IB
L

E

～
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
魅
力
』と
題
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
達
は
山
本
氏

の
講
演
に
聴
き
入
り
、
２
日
間
の
全
行

程
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
総
会
開
催

　B&G 財団では、「山・海」をテーマにした、おもしろ川柳を
６月 30 日まで募集中です。応募作は、B&G 財団公式サイトで
紹介され、毎月抽選で 5 名にオリジナル T シャツが贈られます。
年間最優秀作品には、10 万円相当の豪華景品が進呈されます。
■募集テーマ ：「山・海」での失敗体験
■募 集 期 間 ：６月 30 日まで
■発 表 期 間 ：６月１日から８月 31 日
■募 集 対 象 ：どなたでも
■応 募 方 法 ：公式サイト参照

～塙町生涯学習だより～　５月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

総会で議長を務める宮田町長

マナ ビイ
問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

　５月のなかよしルームは『遠足～水郡線に乗ってみ
よう♪～』です。みんなでバスに乗り、新緑の矢祭山
まで行って、矢祭山公園で遊んだら、帰りは水郡線で
帰ってきます。公民館を飛び出し楽しく遊びましょう♪
日　　時：５月 18 日 ( 金 ) 
　　　　　午前９時 20 分
集合場所：塙町営体育館駐車場
持 ち 物：おやつ・飲み物
申込み先：生涯学習課 
　　　　　☎４３―２６４４
申込期限：５月 17 日（木）
※定員になり次第、締め切ります。

 ５月のなかよしルーム参加者募集♪
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　０才から幼稚園入園前のお子さんとその保護者

が対象の子育て講座『なかよしルーム』の平成

30 年度第１回活動『お花見散歩』を４月 13 日（金）

に塙町公民館で開催し、８組 18 人が参加しまし

た。参加者同士、すぐに打ちとけ、仲良く遊んだ

り話をしたりしている様子が見られ、終始和やか

な雰囲気の中で実施することができました。

　なかよしルームは、保護者や子どもたちが気軽

に交流を深め、情報交換や子育ての不安を相談で

きる場所を提供することを目的とした教育委員会

生涯学習課主催の子育て講座です。皆さんで交流

し、情報交換やお友だちの輪を広げる場として、

ご活用ください。お母さんだけでなく、お父さんや

おじいちゃん、おばあちゃんの参加も大歓迎です！

　今年度も月１回程度の活動を予定しています。

募集情報などはこのページやＩＰ告知端末でお知

らせします。

みんなでお花見散歩
－なかよしルームが開講－

湯遊ランドで講演を行う山本氏

５月号
◎クラブ会員の皆さまへ
　年度ごとの保険更新手
続きをお早めにお願いし
ます。

はなわスポーツクラブ通信
　各種大会 ･教室参加者募集中！

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
で
は
、

５
月
16
日(

水)

か
ら
６
月
３
日

(

日)

ま
で
、『
本
多
克
己
家
族
絵

画
展
』と
題
し
、本
多
克
己(

板
庭)

さ
ん
の
油
彩
画
展
と
父
・
森
雄
さ

ん
、
母
・
史
子
さ
ん
の
絵
画
展
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

　

１
階
展
示
室
で
は
、
色
鮮
や
か

な
作
品
が
多
い
克
己
さ
ん
の
風
景

画
・
静
物
画
を
27
点
展
示
し
ま
す
。

高
校
時
代
に
美
術
を
習
っ
た
浅
川

町
の
芳
賀
仁
美
先
生
が
塙
町
公
民

館
で
講
師
を
務
め
て
い
た
絵
画
教

室
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
町
の
文
化
祭
に
作
品
を
多
数

出
品
し
て
い
る
克
己
さ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
手
掛
け
て
き
た
力
作
を
ぜ

ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
１
階
多
目
的
室
で
は
、

森
雄
さ
ん
・
史
子
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
小
学
校
の
教
員

だ
っ
た
森
雄
さ
ん
は
、
現
在
も
小

学
校
で
図
画
工
作
の
外
部
講
師
を

務
め
る
ほ
か
、
画
集
を
出
版
す
る

な
ど
、
絵
画
へ
の
造
詣
が
深
く
、

幅
広
い
作
品
作
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
に
じ
み
を
生
か

し
て
風
景
を
描
い
た
色
紙
画
と
、

油
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

同
じ
く
多
目
的
室
で
は
、
塙
町

絵
手
紙
愛
好
会
に
所
属
し
、
季
節

の
花
々
や
野
菜
な
ど
の
絵
手
紙
作

品
を
、
味
わ
い
深
い
タ
ッ
チ
で
毎

週
描
き
続
け
て
い
る
史
子
さ
ん
の

絵
手
紙
も
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
こ
の
機
会
に
、
あ
ぶ

く
ま
高
原
美
術
館
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

はなわスポーツクラブ 検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

B&G“山と海”『やらかし川柳』募集中

オリジナルTシャツ公式サイト応募QR

公民館の桜をバックに記念撮影

矢祭山公園の吊り橋

『
本
多
克
己
家
族
絵
画
展
』

克己氏作『陽はまた昇る』油彩 F30 号

　4 月 8 日 ( 日 ) 午後 7 時から、星空さくらウォークを開催しました。道

の駅はなわを出発し、塙小学校の対岸の堤防で折り返し、再び道の駅はな

わまで戻るコースを歩く間、ライトアップされた満開の夜桜と満天の星空

のコラボを眺め、とても贅沢な時間を過ごしました。またひとつ、塙町の

いいところを発見できました。

　はなわスポーツクラブでは、今後もさまざまな企画を用意して、IP 端

末や広報などでお知らせしますので、皆さんの参加をお待ちしています！

☆星空さくらウォーク 開催しました♪

日　時：5 月 24 日（木）から隔週木曜日（月 2 回）
　　　　午後 7 時 30 分から 8 時 30 分
場　所：塙町公民館 第 2 和室
対象者：女性（20 人程度）
内　容：簡単ピラティス 
　　　　ボールエクササイズ
参加費：会　員 1 回  100 円
　　　　非会員 1 回 1,000 円
準備物：タオル、飲み物 ( 用具はクラブで準備 )
申込み：はなわスポーツクラブ ☎５７－６５８９

日　　時：５月26日(土) 午前9時15分開会 (受付9時)
場　　所：塙町立体育館アリーナ
参加資格：老若男女・カローリング経験不問
　　　　　( スポーツ障害保険にご加入下さい。)
参 加 費：１チーム 1,500 円（3 人 1 組で構成）
準 備 物：体育館シューズ、
　　　　　タオル、飲み物　
申 込 み：はなわスポーツクラブ 
　　　　　☎５７－６５８９
締 切 み ：5 月 18 日 ( 金 )　

簡単ピラティス教室！(隔週木曜開催 ) はなスポ杯第19回カローリング大会参加者募集

■『本多克己家族絵画展』5月16日(水)から6月3日(日)まで開催
　１ 階 展 示 室　本多克己 氏　風景画・静物画（油彩 27 点）　
　１階多目的室　本多森雄 氏　風景画・人物画（油彩）・色紙画（水彩）
　　　　　　　　本多史子 氏　絵手紙（水彩）
■ 2 階有料常設展（大人 300 円 大学・高校生 200 円 小・中学生 100 円）
　　　　　　　　鈴木清水 氏  書（8 点・うち 1 点は李白漢詩 6 枚組）
　　　　　　　　杉　三郎 氏　人物画・静物画（油彩 15 点）　　
■開 館 日 時　水曜日から日曜日（月・火曜日休館）　午前 10 時から午後 4 時
■問 合 わ せ　生涯学習課 ☎ 43-2644 　美術館 ☎ 42-2510

《あぶくま高原美術館　作品展詳細》



おくやみ申し上げます

３月16日から４月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

藤田　芳一 さ 
ん 89歳 川 上

吉田　通子 さ 
ん 84歳 東 河 内

大島ちえ子さ 
ん 96歳 栄 町

神永　キン さ 
ん 93歳 川 上

大森　榮子 さ 
ん 84歳 湯 岐

白石　久男 さ 
ん 88歳 川 上

鈴木アキ子 さ 
ん 86歳 田 代

藤田　　馨 さ 
ん 88歳 川 上

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に
　窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

総
務
省
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
和
田
俊
道
さ
ん
（
上
町
）
を

塙
町
担
当
行
政
相
談
員
と
し
て
委

嘱
し
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
５
月
24
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
小
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
１

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
擁
護

委
員
が
町
で
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
塙
町
で
は
、
以

下
の
日
程
で
特
設
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

平
成
30
年
６
月
１
日
（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

町
で
は
、
塙
町
へ
の
定
住
・
移

住
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化
の
た

め
、
県
外
か
ら
町
内
へ
新
た
に
住

宅
を
取
得
す
る
方
へ
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
福
島
県
外
か
ら
塙
町
内
へ
移
住

　

す
る
た
め
新
た
に
住
宅
を
取
得

　

す
る
２
人
以
上
の
世
帯

・
対
象
住
宅
に
移
住
後
10
年
以
上

　

定
住
す
る
こ
と

・
市
区
町
村
民
税
の
滞
納
が
な
い

　

こ
と
な
ど

■
対
象
と
な
る
住
宅

・
建
築
基
準
法
の
法
令
に
適
合
し

　

て
い
る
こ
と

・
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、
の
べ
面

　

積
が
一
般
型
誘
導
居
住
面
積
水

　

準
以
上
で
あ
る
こ
と

・
昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
の
場
合

　

は
、
耐
震
診
断
が
実
施
済
で
あ

　

る
こ
と
な
ど

■
補
助
額

　

基
本
額
１
４
０
万
円
（
上
限
）

＋
該
当
す
る
加
算
額
（
以
下
①
か

ら
③
）

　

① 

義
務
教
育
前
の
子
ど
も
が

　

い
る
場
合
…
20
万
円

　

② 

町
内
就
業
…
20
万
円

　

③ 

町
内
の
建
築
業
者
が
建
築

　

…
20
万
円

※
補
助
額
は
対
象
経
費
の
50
％
が

上
限
で
す
。
た
だ
し
、
土
地
取
得

費
、
外
構
工
事
費
、
修
繕
費
な
ど

は
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
整
備
課
　

ま
ち
管
理
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
７

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
５
月
31
日（
木
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
１
９

　

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
学

科
・
実
技
と
も
に
年
２
回
ず
つ
開

催
し
ま
す
。
犬
の
本
能
や
習
性
、

健
康
管
理
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
学
科
日
程

　

① 

平
成
30
年
５
月
15
日
（
火
）

　

② 

平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午

■
実
技
日
程

相　談

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

総
務
課

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

定
住
・
移
住
す
る
方
の

住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す

ま
ち
整
備
課

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
木
）で
す

県
南
地
方
振
興
局

お知らせ

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

① 

平
成
30
年
５
月
24
日
（
木
）

　

② 

平
成
30
年
10
月
25
日
（
木
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら

　

正
午

■
場
所

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
（
９
５
３
）
６
４
０
０

　

福
島
県
内
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
推
進
す
る

た
め
、
県
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
す
る
方
を
対
象
に

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

平
成
31
年
３
月
20
日（
水
）
ま
で

（
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
締
め

き
り
ま
す
）

■
補
助
金
額

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
公
称
最

大
出
力
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
４
万
円

（
最
大
16
万
円
）

■
対
象
者
　

　

福
島
県
内
に
所
在
す
る
住
宅
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
個

人
ま
た
は
法
人
（
詳
し
い
条
件
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
（
５
２
６
）
０
０
７
０

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
が
主
催
す
る
「
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
今
年
も

実
施
さ
れ
ま
す
。
塙
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
取
り
ま

と
め
、
表
彰
式
は
塙
町
敬
老
会
の

席
上
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　

　

昭
和
43
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご

　

夫
婦

■
受
付
期
間
　

　

平
成
30
年
７
月
６
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
４
３
）
２
１
５
４

　

幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
を
対
象
に
の
び
の
び
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　

　

塙
町
在
住
の
０
歳
児
か
ら
幼
稚

園
入
園
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

■
受
付
期
間
　

　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

■
実
施
内
容
・
場
所
　

　

塙
町
公
民
館
で
、
月
に
１
・
２

回
程
度
、
幼
稚
園
教
諭
に
よ
る
親

子
遊
び
や
保
護
者
同
士
の
交
流
を

図
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

　

町
で
は
、
今
年
１
月
22
日
に
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
い
、
木

育
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講

座
は
「
木
育
」
の
伝
え
手
を
育
成

す
る
講
座
で
す
。
木
育
の
概
論
と

木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
を
通
し

て
、
木
に
親
し
む
方
法
を
学
び
、

塙
町
の
木
育
を
一
緒
に
推
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
各
回
と
も
定
員

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
程
・
時
間
　

　

① 
平
成
30
年
６
月
２
日
（
土
）

　

② 
平
成
30
年
８
月
28
日
（
火
）

　

③ 

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

　

④ 

平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）

　

各
回
と
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

　

４
時
15
分

■
場
　

所

　

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
（
新
宿

　

区
）

■
受
講
料

　

無
料
（
各
回
１
２
４
０
０
円
は

　

町
が
負
担
）

※
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担

■
そ
の
他
　

　

受
講
後
に
「
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　

健
康
福
祉
課
　

福
祉
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助

福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
び
の
び
教
室健

康
福
祉
課

募　集

木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生健

康
福
祉
課

祉
係

５
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（町内 35 カ所）
片貝分館

４/12 0.07

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

４/12 0.08 ４/12 0.06 ４/12 0.09

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

４/12 0.07 ４/12 0.08 ４/12 0.09

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

４/12 0.07 ４/12 0.07 ４/12 0.09

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

４/12 0.08 ４/12 0.08 ４/12 0.10

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

４/12 0.09 ４/12 0.09 ４/12 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

４/12 0.08 ４/12 0.09 ４/12 0.10

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

４/12 0.09 ４/12 0.07 ４/12 0.11

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

４/12 0.09 ４/12 0.10 ４/12 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

４/12 0.07 ４/12 0.10 ４/12 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

４/12 0.08 ４/12 0.07 ４/12 0.08

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

４/12 0.09 ４/12 0.09

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

４/12 0.07 ４/12 0.08

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

和田俊道さん
（上町）
☎ 43-0599



Town Topics

まちの話題
あなたの地区の話題を提供してください。取材に
伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111までご連絡ください。

　４月２７日（金）　塙町保健推進員への委嘱状交
付式が塙町防災センターで行われ、推進員を代表
し、塙２区担当の鈴木純子さん（桜木町）に宮田
秀利町長から委嘱状が交付されました。引き続き
総会が開催され、鈴木純子さんが会長に選出され
たほか、活動方針や目標・計画などが話し合われ
ました。保健推進員は、研修会などを通じて学ん
だ健康づくりなどを、地区の皆さんに伝達したり、
健診受診を呼びかけたりして、地域ぐるみでの健
康づくりを推進します。なお、任期は３年間とな
ります。

　塙保育園で４月５日（木）、各小学校・塙中学校
で４月６日（金）、各幼稚園で４月９日（月）に入園・
入学式が行われました。
　新しい春を迎えた子どもたちは、少し緊張した様
子を見せながらも、名前を呼ばれると「はい！」と
元気に返事をしていました。子どもたちは、これか
ら始まる新生活に期待を膨らませるとともに、希望
に満ちた表情を見せてくれました。

地区の健康を推進するために
―塙町保健推進員 43 人に委嘱状を交付―

新しい春に元気な笑顔が咲く
―町内で入園・入学式―

農業と食を学べる教材
―ＪＡ東西しらかわが「ちゃぐりん」と補助教材を贈呈―

子どもたちもとても楽しみにしている教材です

「立派な塙中学生になることを誓います」と語った下重龍之亮さんの新入生代表誓いのことば（塙中学校）

　４月２０日（金）　ＪＡ東西しらかわ農業協同組
合による小学生向け雑誌「ちゃぐりん」と補助教
材「農業とわたしたちのくらし」の贈呈式が塙小
学校で行われ、薄葉功組合長から「農業や生きて
いくことなどを楽しく学んでください」と代表児
童の石黒希音さん、緑川友斗さん（いずれも５年
生）に贈呈されました。同席した西牧校長が、毎
年の贈呈に感謝を述べ、石黒さんと緑川さんは「毎
月楽しみにして読んでいます。ありがとうござい
ます」とお礼の言葉を述べました。なお、この教
材は、管内の小学校に配布されています。

ドライバーに交通安全を呼びかける宮田秀利町長

推進員を代表して委嘱状を交付された塙２区担当の鈴木純子さん㊧

上手に返事ができました（塙保育園）

　４月９日（月）　春の全国交通安全運動に合わ
せ、運転者に交通安全を呼びかける「テント村作
戦」が、道の駅はなわおよび周辺道路で行われま
した。町交通対策協議会（会長：宮田秀利町長）が、
棚倉警察署、県南地方振興局、棚倉地区交通安全
協会などと連携し、国道１１８号線を通過するド
ライバーに、啓発グッズを配って交通安全を呼び
かけました。ドライバーの皆さん、引き続き安全
運転をお願いします。

安全運転を呼びかける
―道の駅はなわ周辺で「テント村作戦」―

素敵な笑顔で「はい！」（塙幼稚園） 教科書を受け取りました（笹原小学校）
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　私は、数年前に東京塙会に入会

しましたが、入会して間もなく「広

報はなわ」に投稿の依頼がきまし

た。自己紹介のつもりで書いて、

それが最後と安心していたら、今

度は「私の住む街 Now」に投稿

を依頼されました。編集委員の人

も知恵を絞って企画されたのでし

ょうが、もともと塙町の出身では

ないので、塙町の風土と今の住ん

でいるところを比べることができ

ないため、あれこれと悩まされて

います。

　私は北海道出身で、仕事柄、主

に東日本の各地を２年に一度の割

合で７～８回ほど異動転勤をして

いました。結局、東京の武蔵野市

に住むようになったのは、48 歳

になってからですが、それでも市

内を３回ほど移動して、今のとこ

ろに落ち着いてから８年が経ちま

した。

　最近は、年のせいか（？）北国

出身のわりに、寒いところが苦手

になりました。周りの知人には「北

国仕様の体から標準仕様の体にモ

デルチェンジした」と言って煙に

巻いています。

　ところで、武蔵野市には若者に

人気の「吉祥寺」があります。高

校生や大学生など学生が多いため

か、流行に敏感で、町を歩いてい

ても楽しめる店がたくさんありま

す。特に休日は、歩行者天国の通

りが道幅いっぱいの人出で、真っ

すぐ歩けない始末です。

　けれど、そんな喧騒と離れて、

緑が多く静かな井の頭公園や近接

しているジブリの森（三鷹市）な

ど、文化面でも楽しめる街です。

　人が生活に必要な衣食住のうち

「住」は、周りの紀行風土、環境

が心の豊かさに大きく関わります

が、決め手になるのは人の絆では

ないかと思っています。

　私が「塙会」に入会した大きな

きっかけは、NHK で見た江戸時

代の寺西代官を、今でも大切にし

ている塙の人の温かい気持ちでし

た。

　住めばどこでも都になります

が、地元を誇りに思う気持ちが一

番大事だと思っています。

　ただ、大きな問題は、私にとっ

て武蔵野市の冬の寒さが、年々、

辛くなってきたことです。

住めば都！？
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今
回
、
随
想
リ
レ
ー
を
書
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
江
黒
拓
也
で
す
。

　

私
は
、
小
学
校
５
年
生
の
時
に
、
鮫
川

村
か
ら
塙
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た

が
、
周
り
の
人
た
ち
の
優
し
さ
や
手
助
け

に
よ
り
、
す
ぐ
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

高
校
は
、
東
白
農
商
高
校
に
進
学
し
、

勉
強
は
そ
こ
そ
こ
に
、
部
活
を
中
心
に
頑

張
り
ま
し
た
。
柔
道
を
す
る
こ
と
で
、
強

い
精
神
力
と
体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

就
職
は
、矢
祭
町
の
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
就
職
し
、

今
年
で
９
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
残
業
な
ど
で
慌

た
だ
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
塙
町
に
関
わ
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
私
で
す
が
、
お
と
と
し
か
ら
消
防

団
に
入
り
ま
し
た
。
１
年
目
か
ら
ポ
ン
プ

操
法
の
大
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
先

輩
方
の
カ
ッ
コ
い
い
姿
や
、
そ
れ
を
支
え

る
同
じ
班
の
人
た
ち
と
と
も
に
大
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
き
な
体
験
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
消
防
団
の
活
動
で
も
、
今

ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
先
輩
方
か
ら
し
っ
か
り
と
教

え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

に
助
け
ら
れ
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
私
が
い
ろ
い
ろ
な
人
を
助
け

ら
れ
る
人
間
に
な
り
、
塙
町
に
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

【
次
回
は
金
澤
康
平
さ
ん
（
植
田
）
で
す
】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
こ
れ
か
ら

　
　

自
分
に
で
き
る
こ
と
」

江
えぐ ろ

黒 拓
た く や

也さん（材木町）

職　　　業：会社員
趣　　　味：映画観賞
好きな言葉：筋トレ

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 342-

佐
藤 

克
己
さ
ん

東
京
都
武
蔵
野
市
在
住
（
北
海
道
出
身
）

-Vol.39-

【次回は、茨城県神栖市在住の

　　　　　松本恵津子さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

戸井田琉
り お

伯 く
　ん 哲 弥 ・ 千 春 ３／ 11       台 宿

岡部　拓
た く ま

真 く
　ん 裕 太 ・ 満 枝 ３／ 12 大 町

上妻　依
い お

桜
ち
ゃ
　ん 禎 宜 ・さとみ ３／ 16 上 渋 井

神永　心
ま な と

翔 く
　ん 龍 也 ・ 由 紀 ３／ 27 栄 町

こんにちは赤ちゃん
３月１6日から４月１５日までの届け出

Eguro Takuya

心温まる善意に感謝（４月分）

■県南環境衛生センター・㈱カンスイ役職員一同　様

　13 万円（風呂山公園つつじ募金・通算 13 回目）

■保住　美子男　様

　 ５万円（故人の遺志として追善寄附）



はなわSnapshot

 ４⽉１４⽇（⼟）に、塙
⼩学校対岸の久慈川河川敷
で、塙町商⼯会主催の花
まつりが開催されました。
⼤勢のお客さんがバーベ
キューを楽しむ中、⼦ども
たちも、春の陽気を感じな
がら、花まつりを楽しんで
いました。

―花まつり楽しいねー

子どもたちの成長を願い数多くの鯉のぼりや鍾馗様が揚げられました

お祭り楽しいね 多くの人で賑わいました 泰楽五郎さんの歌謡ショーは大人気

中島村の地域盛り上げ団体
「KKB67」さんの衣装。何から
できているか分かりますか？

元気に育て
はなわっ⼦
 ⼩⾼区のボランティア団体「常勝
気⿓会（⼩松忠会⻑）が毎年⾏って
いる鯉のぼり揚げ。９回⽬となった
今年も、⼦どもたちの健やかな成⻑
を願い、すずき建材⼟⽊事務所前の
広場に１００匹以上の鯉のぼりや
のぼり旗、魔を除くとされる鍾馗様
が揚げられました。また、５⽉５⽇
（⼟・⼦どもの⽇）には、同会場で
「第５回⼩⾼鯉祭り」が開催され、
多くの家族連れで賑わいました。

広報 202018－5

　軽自動車税　　全期
　固定資産税　　１期
※固定資産税の前納報奨金は廃止となりました。
　納　期　限　　５月31日（木）
◆口座振替日は５月2５日（金）です。

５月13日（日）
和 田 医 院
☎３３― ２０１２ ６月10日（日）

おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８

５月20日（日）
大 木 医 院
☎３３―２４２４ ６月17日（日）

塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５

５月27日（日）
深 谷 クリニック
☎３３―３２２３ ６月24日（日）

木 村 医 院
☎４６―３５２８

６月３日（日）
車 田 病 院
☎４３―１０１９ ７月１日（日）

あらまちクリニック
☎３３― ８０１８

▼
紙
面
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
月
号
か
ら
塙
工

業
高
校
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
塙
工
業
高
校

は
、
水
郡
線
沿
線
唯
一
の
工
業
高

校
で
あ
り
、
今
年
創
立
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
特
徴
あ
る
授
業
な
ど

で
、
町
内
外
に
優
秀
な
人
材
を
輩

出
し
続
け
て
き
た
学
校
で
す
。
ま

た
、
部
活
動
で
も
近
年
は
、
和
太

鼓
部
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
演
奏

を
披
露
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
生
徒
た
ち
の
姿
な
ど
を
紙
面

を
通
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見

ご
感
想
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

（
松
）

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,408人（－ 21）　世帯数 3,301世帯（－ 8）
　女性 4,525人（－ 43）　　　（　）内は前月比

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　８，９３３人（４月１日現在）
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